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PHP の脆弱性に関する当社グループの対応について 

 

 

TOPPANホールディングス株式会社（以下、当社）は、The PHP Groupが提供する PHPにおいて重大な脆

弱性（CVE-2026-109618、CVE-2026-109619（以下、本脆弱性））が確認されたことを受け、グループ全体

で対応を進めております。 

対応にあたっては、代表取締役社長 大矢 諭を統括責任者、最高情報セキュリティ責任者 坂井 和則

を実務責任者とし、組織横断的なサイバー対応専門チームを中心に、外部機関とも連携を図っております

※。 

 

当社グループで提供しているサービス及び当社グループが保守・運用等を受託しているお客様のシス

テムにおいては、当社グループの担当範囲に応じて影響の有無を確認し、本脆弱性への対応を順次行って

おります。 

その際、必要な修正プログラムの適用等を行うため、サービスの停止を伴う緊急メンテナンスを実施す

る場合がございます。 

なお現時点で、本脆弱性に起因する不正アクセスや情報漏えいは確認されておりません。 

 

当社グループではセキュリティ・品質を最優先事項と捉え、本脆弱性への対応として停止したサービス

については、適切な対策を行い、安全性の確認が取れた後に再開する方針とします。 

 

また、当社グループが監視を担うシステムについては、メンテナンス後も不正アクセス等が行われてい

ないか、継続して監視を行ってまいります。 

 

対象となるお客様へは、当社グループ担当者より個別にご連絡させていただきます。お客様におかれま

しては、ご不明点等ございましたら、当社グループの担当者までお問い合わせください。 

 

お客様にはご心配とご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますようお願いいたします。 

 

※TOPPANグループにおける情報セキュリティガバナンス 

https://www.holdings.toppan.com/ja/sustainability/governance/security/ 

以上 

 

【本お知らせに関してのお問い合わせ】 

TOPPANホールディングス株式会社 広報本部広報部 

kouhou@toppan.co.jp 

https://www.holdings.toppan.com/ja/sustainability/governance/security/

